
今後の感染拡⼤（第４波）に備えた
新型コロナウイルス感染症の

体制整備について



現在の感染状況（令和３年４⽉13⽇時点）
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病床の使⽤状況（令和３年４⽉13⽇時点）

重症＋中等症等
1/25 288床
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第３波の検証
■最も病床が逼迫した
１⽉２５⽇の病床稼働数
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■陽性患者⽤病床の稼働率推移

出典：Ｙ−ＣＥＲＴデータより、医療局作成
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第４波に向けた病床の確保
第４波に向けて、神奈川モデルのもと、
市内医療機関のご協⼒をいただき、必要な病床を確保しています。

＜第３波の課題＞
• ⼊院患者数(陽性者)
が最⼤ 288⼈となった

• 発熱等疑似症患者にも
陽性患者⽤病床で対応

• コロナの症状が軽快
した後も引き続き
陽性患者⽤病床に⼊院

＜第４波への対応＞
• 陽性患者⽤病床 554床

（うち、重症 86床）
• 発熱等疑似症患者⽤病床 198床

• 後⽅⽀援病床 173床

⇒確保病床（500床）が逼迫 ※合計 64病院・925床
（県⽴病院を除く）

２倍確保

機能別に
病床確保
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横浜市の各フェーズにおける病床数
市内の⼊院患者の増加状況等を総合的に判断し、稼働病床を拡充
します

 
病床確保
フェーズ１

病床確保
フェーズ２

病床確保
フェーズ３

病床確保
フェーズ４

陽性患者⽤の
病床数 278床 372床 470床 554床

地域医療体制
（県⽴病院除く）

※上記の病床とは別に、発熱等疑似症患者⽤の病床198床と後⽅⽀援病床173床を確保
 しています。
※フェーズの移⾏は神奈川モデルのもと、⼊院患者の増加状況等を総合的に判断し、
 認定医療機関に要請します。

原則として平時医療を継続 ⼀部医療の抑制
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Y-CERTの体制強化

市内のコロナ受⼊病床を⼗分に活⽤するため、⼊院・転院調整や
搬送調整を医師、保健所、消防局等と⼀体となって進めていま
す。
また、感染拡⼤時には、
医師（市内救命救急
センター⻑、市医師会、
市病院協会）が常駐
する「Y-CERT特別対策
チーム」を編成します。
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⼀般医療と感染症医療の両⽴
⼀般医療と感染症医療の両⽴を図ります
 現時点では、医療機関同⼠の連携とY-CERTによる情報の⼀元管理
により、通常の⼀般医療と感染症医療の両⽴が図られている。

 今後の感染拡⼤の段階に向けて
• 陽性患者受⼊医療機関の病院⻑とのWEB会議等で、⼀部の⼀般
医療の⼊院抑制や⼿術延期等の対応を協議

• 想定以上に感染が拡⼤した際も、市域内で可能な限り対応でき
るように医療提供体制を整備する⼀⽅、より広域での対応につ
いても、引き続き神奈川県と連携
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保健所等の体制強化
新型コロナウイルス対応に係る保健所等の執⾏体制を強化してい
ます クラスター対策（Y-AEIT）・

陽性患者の健康観察対応等の強化

医療提供体制確保のための体制強化

体制
強化
+112⼈

保健所・区役所
+61⼈

＋43⼈

医療局
＋２⼈

Y-CERT
+6⼈

ワクチン接種
調整等担当

このほか、会計年度任⽤職員の雇⽤や
⼈材派遣の活⽤、事務の委託化も進め
ています。

Y-CERTの体制強化 ワクチン接種に向けた体制強化

8



ワクチン接種の準備状況
１ 個別通知の発送について

（１）発送スケジュール
個別通知発送⽇ 対象者 市内対象者数
４⽉23⽇（⾦） 80歳以上 約29万⼈
４⽉30⽇（⾦） 75歳以上 約19万⼈
５⽉10⽇（⽉） 70歳以上 約24万⼈
５⽉14⽇（⾦） 65歳以上 約21万⼈

（２）送付書類
①接種券 ②予診票 ③ワクチン説明書（効果、注意点等）④接種案内チラシ

※発送から市⺠の皆様のお⼿元に届くまで数⽇程度要する⾒込みです。
（連休期間は、1週間程度要する場合もあります。）
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ワクチン接種の準備状況
２ 集団接種の予約について

（１）予約開始⽇時
・５⽉３⽇（⽉・祝）午前９時

（２）予約⽅法
・横浜市専⽤の予約サイト（Web、スマートフォン）及び電話で予約ができます。
・予約サイトのURL及び予約センターの電話番号は、個別通知に同封の
「接種案内チラシ」でご確認ください。

（３）留意事項
・国はすべての⾼齢者が接種できる量のワクチンを6⽉末までに各⾃治体に
順次供給する⾒通しです。
・希望する⽅は必ずワクチンを接種できますので、慌てずにご予約ください。 10



ワクチン接種の準備状況
３ 集団接種・個別接種の準備状況について

（１）集団接種
・すべての会場の設営を4⽉15⽇（⽊）までに終え、
その後各会場で接種開始に向けたシミュレーションを進めます。
・５⽉17⽇（⽉）に⻘葉スポーツセンター（⻘葉区）で接種を開始し、
19⽇（⽔）から市内19か所の会場で接種を開始します。

（２）個別接種
・市内約1,070の医療機関（病院約70、診療所約1,000︓3⽉31⽇現在）
で個別接種を実施予定です。
・接種開始は6⽉以降の予定です。
※市内接種医療機関の⼀覧及び予約⽅法は、５⽉中旬以降、横浜市ホームページ等で
お知らせします。 11



ワクチン接種の準備状況
４ ５⽉の施設接種について

⾼齢者施設等での施設接種は、各施設の意向をふまえて、
５⽉中に400〜500施設を⽬途に接種を実施する予定です。

対象の⾼齢者施設
介護⽼⼈保健施設、特別養護⽼⼈ホーム、
介護医療院、介護療養型医療施設、
認知症⾼齢者グループホーム、住宅型有料⽼⼈ホーム、
養護⽼⼈ホーム、軽費⽼⼈ホーム、ケアハウス、
サービス付き⾼齢者住宅 等
※4⽉12⽇（⽉）から開始し、順調に進めています。 12



ワクチン接種の準備状況
５ 広報について

広報よこはまやチラシ、ミニコミ誌など紙媒体を活⽤した発信のほか、
電⾞内へのポスター掲⽰、SNSによる発信、外国⼈の⽅向けの多⾔語
対応等、様々な媒体を通じて、予約⽅法や接種場所などワクチン接種
に関する様々な情報をお届けしています。
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医療従事者分ワクチン接種への協⼒

４⽉に⾼齢者施設でのワクチン接種に協⼒いただく医療機関へ
県と連携して医療従事者接種分のワクチンを配送します

医療従事者約3500⼈分の
ワクチンを配送

⾼齢者施設接種分の
ワクチンを配送

⾃院の医療従事者のワクチン接種を実施
⾼齢者施設でのワクチン接種に協⼒

横浜市

協⼒医療機関⾼齢者施設 接種

神奈川県

医療機関

医療従事者分の
ワクチンを配送

連携
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